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ヤギ（おれお）



　赤塚山公園では、地域の企業と協力しながら、生物多様性を守る新たな取り組みを
進めています。今回は、①企業の敷地内に作られたビオトープと、②絶滅危惧種「カ
ワバタモロコ」の保全活動をご紹介します。

① アイシンシロキ株式会社さんとつくる、生き物のすみか

　2026 年 4 月 26 日、豊川市千両町に本社
を置くアイシンシロキ株式会社さん（以下、
シロキさんとする）の敷地内に、約 3,000
㎡のビオトープ「エコッキーの森」が誕生
しました。
　「地域の自然を再現し、在来種が生息し
やすい環境をつくる」をテーマに、池、水辺、
樹木、草地の 4 つのエリアが整備されてい
ます。
　赤塚山公園では、シロキさんからのご依
頼で、このビオトープの計画段階からアド
バイザーの立場で関わり、地域の自然や生
き物について助言を行いました。地域との
つながりが強く、絶滅が危惧されるなどの
植物 7 種、動物 10 種を保全対象として選
定しました。
　ビオトープには排水処理施設からの処理
水や、湧き水を利用した調整池も活用され
ています。シロキさんは今後、生き物の変
化を見守るモニタリングや維持管理を行い
ながら、地域の自然を感じられる場所とし
て育て、2030 年までに環境省の「自然共
生サイト」認定を目指すとのこと。このビ
オトープが地域の生き物たちが集まる場所
になってくれることを楽しみにしていま
す。

ビオトープの完成を記念した植樹式

アイシンシロキ株式会社の皆さんと

8月 28 日の「エコッキーの森」
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　雪印メグミルク株式会社豊橋工場さん
（以下、雪印メグミルクさんとする）と協

働し、絶滅危惧種カワバタモロコの保全に
取り組んでいます。2026 年 7 月から、同
工場の敷地内にある池をカワバタモロコの
保全に活用しています。
　これまで、赤塚山公園が単独で系統保存
していた個体群を別の場所でも飼育するこ
とで、事故や災害などによるリスクを分散
し、より安全に域外保全を継続することが
できます。
　赤塚山公園としては、これまで培ってき
たカワバタモロコの飼育・繁殖に関する知
識や技術を生かし、カワバタモロコの導入
や飼育・繁殖について協力します。また、
今後は雪印メグミルクさんと連携しなが
ら、池の環境や生き物の様子を定期的・継
続的にモニタリングしていく計画です。
　今回、雪印メグミルクさんとはこの保全
活動をするにあたり、「協働による絶滅危
惧種保全活動に関する覚書」を交わしまし
た。
　身近な工場の敷地にある池が、貴重な生
き物を守る場所になる 。そんな新しい保全
の形を、これから一緒につくっていきます。

　生物多様性保全のためには、水族館や動物園だけでなく、様々な主体で活動を行う必要
があります。企業と赤塚山公園、それぞれが持つ力を生かして協力することで、保全の取
り組みは少しずつ地域へ広がっていくものと考えます。これからも、こうしたつながりを
大切にしながら、地域の生き物や自然環境の未来を考えていきたいと思います。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学芸員　杉浦　篤史

② 雪印メグミルク株式会社豊橋工場さんと取り組むカワバタモロコの保全

カワバタモロコ

雪印メグミルク株式会社豊橋工場の皆さんと

池に設置されたカワバタモロコの看板
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 アニアニまある編　 ～ひつじの けを かいてみよう～

したの　ひつじの　えには　けが　かいて　ありません。

ひつじの　けを　よく　みて　かいてみよう。

□　けを　かる　まえ

ひつじは　けを　かる　まえと　かった　あとでは　ようすが

ちがうよ。みんなが　みた　ひつじは　どちらかな？

□　けを　かった　あと

【 ぜんたい 】

【 かお 】

付録付録
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ようこそ！ようこそ！
あかつかやまこうえんへあかつかやまこうえんへ

　7月24日にヤギが1頭と8月5日にヒツジが２頭、9月17日にはウズラが 3羽仲間
入りしました。ヒツジは24年ぶりに、ウズラははじめて赤塚山公園へやってきました。

なまえ:わた
ヒツジ（コリデール）オス
たんじょうび：２０２６年３月２８日

なまえ:ぽぽ
ヒツジ（コリデール）メス
たんじょうび：２０２６年３月２８日

さくら・ゆき
わかば

「わた」は、春に咲く「たんぽぽ」の花が咲
いて綿毛になることから名付けました。

なまえ:

ウズラ　メス
たんじょうび：２０２６年 8月２7日
三色だんごの色のピンクは春の「さくら」、
白は冬の「ゆき」、緑は夏の「わかば」とい
う意味から名付けました。

なまえ:おれお
ヤギ　オス
たんじょうび：２０２６年３月２８日
「おれお」は、黒と白の模様がお菓子のオレ
オのイメージから名付けました。

「ぽぽ」は、「たんぽぽ」から名付けました。
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イベントイベント

　ぎょぎょランドを午後 5時30 分から午後 8時まで開館します。

「夜の総選挙」や「おさかなカード釣り（中学生以下）」、「クイズ」

なども楽しめます。

　館内は、暗くなっていますので、懐中電灯をお持ちください。

光るライン噴水、ぴょんぴょん噴水もご覧いただけます。

あかつかテラスでは、飲食物販やワークショップもあります。

【場所】	　「ぎょぎょランド」と「あかつかテラス」

【対象者】　どなたでも

※「おさかなカード釣り」、「クイズ」は23日、25日のみとなります。

※あかつかテラスの飲食物販、ワークショップは有料となります。

10/23㊎24 ㊏25㊐

秋のぎょ長の水族館
午後５時30分～午後8時

動物取扱業に関する表示
氏 名 又 は 名 称：豊川市長　竹本 幸夫	 登録番号：動東第119号

事 業 所 の 名 称：豊川市赤塚山公園	 登録年月日：平成18年9月28日

事 業 所 の所在 地：愛知県豊川市市田町東堤上1番地30	

有 効 期 間 の 末 日：令和13年9月27日　　　　                  

動物取扱業の種別：展示

動 物 取 扱 責任 者：前田 民男

編集・発行

あかつかやま　Ｎｏ．121　2026/10/15

豊川市赤塚山公園

〒442‐0862　豊川市市田町東堤上1番地30

TEL(0533)89‐8891　FAX(0533)89‐8892
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次号は1月15日発行です。

イベントイベント

行事・イベントの報告 令和8（2026）年6月～8月

6/1	 豊川調査（新城市）
6/3.4	 豊川市立一宮中学校　2年生	
	 職場体験	 1人
6/5	 豊川市立八南小学校　4年生	
	 出前授業　水生生物調査	 128人
6/6	 梅シロップ作り	 48人
6/5-7	 花しょうぶ園ライトアップ
	 ぎょぎょランド20時まで開館
6/12.19	 豊川市立平尾小学校　3年生
	 出前授業　水生生物調査	 55人
7/4.5	 七夕飾り
7/6	 豊川調査（新城市）
7/9	 ツバメの巣　感謝状贈呈式（日本野鳥の会）
7/12	 出張サンテパルクinぎょぎょランド
	 「子ども工作教室　くるくるひまわり」	434人
7/19	 赤塚山公園　ドリームナイト	 123人
7/18～	 ぎょぎょランドバックヤード見学
	 （8/30までの土日祝日）	 154人

7/23	 飼育員のお仕事体験
	 「アニアニまあるを紹介しよう」	 10人
7/24.25	 第45・46回赤塚山公園自然観察会
	 「ナイトツアー」	 37人
7/30	 飼育員のお仕事体験
	 「水槽の掃除をしよう」	 10人
8/1	 夜までぎょぎょランド
	 （8/29までの土曜日と8/13.14）
8/3	 豊川調査（新城市）
8/5	 子ども環境体験ツアー
	 「音羽川水生生物調査団」講師派遣	 12人
8/6	 飼育員のお仕事体験
	 「アニアニまあるを紹介しよう」	 10人
8/19	 豊川市夏期教科研修会（生活）	 62人
8/20	 飼育員のお仕事体験
	 「水槽の掃除をしよう」	 11人


